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～
私
た
ち
は
、
最
前
線
で
地

域
・
住
民
の
み
な
さ
ん
を
支
え
て

い
ま
す
～ 

 

現
業
・
公
企
職
員
は
、
ご
み
の
収
集
、

小
・
中
学
校
や
病
院
な
ど
の
給
食
調
理
、

公
園
や
道
路
の
維
持
管
理
、
さ
ら
に
、

水
道
事
業
に
お
い
て
、
生
活
に
欠
か
せ

な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
な
ど
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
が
依
然
と
し
て
見
え
な
い
中
、
安
心

で
安
全
な
住
民
生
活
を
守
る
た
め
、
感

染
の
危
機
の
中
で
も
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
自
負
の
も
と
、

現
場
の
最
前
線
で
業
務
を
お
こ
な
っ
て

き
た
。 

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
学

校
休
校
期
間
中
の
子
供
た
ち
に
対
す
る

食
事
の
提
供
や
手
作
り
マ
ス
ク
の
作
成

な
ど
も
行
っ
て
き
た
。 

近
年
、
地
震
や
水
害
な
ど
災
害
が
多

発
し
て
い
る
が
、
現
業
・
公
企
職
員
は

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
っ
て
お
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6 . 3 全 国 統 一 行 動 に 結 集 を ！ 
「
住
民
の
未
来
に
貢
献
で
き
る
、
自
治
体
責
任
に
よ
る 

質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
」
に
む
け
て
！ 
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り
、
地
域
も
熟
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

感
染
症
流
行
時
や
災
害
時
、
い
つ
で
も

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
り
続
け
る
職
員
、

そ
れ
が
現
業
・
公
企
職
員
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
の
間
の
人
員
削
減
に
よ
り
、
自

治
体
で
は
、
現
業
職
員
が
持
つ
、
「
現

場
力
」
を
失
い
、
住
民
が
求
め
る
、
安

心
・
安
全
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
も

支
障
を
き
た
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。 

 

～
す
べ
て
の
組
合
員
の
力
を 

集
め
、
前
へ
、
前
へ
～ 

 

２
０
２
２
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
（
第

一
次
闘
争
）
は
６
月
３
日
の
統
一
行
動

基
準
日
を
ヤ
マ
場
に
、
要
求
書
提
出
か

ら
交
渉
実
施
と
、
全
国
一
斉
に
取
り
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
現
業
・
公
企

職
場
に
お
け
る
人
員
不
足
な
ど
山
積
す

る
課
題
の
解
決
と
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
、
現
場

か
ら
の
声
を
集
め
、
取
り
組
ん
で
い
こ

う
。 県

本
部
は
５
月
７
日
に
、
統
一
闘
争

勝
利
に
向
け
た
総
決
起
集
会
を
開
催

し
、
産
別
闘
争
と
し
て
全
力
で
闘
う
意

思
統
一
を
は
か
っ
た
。
今
後
、
地
域
の

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
闘
争
の
基
本
的
目
標
を
「
住
民

の
未
来
に
貢
献
で
き
る
、
自
治
体
責
任

に
よ
る
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確

立
」
と
し
、
取
り
組
む
こ
と
も
あ
わ
せ

て
確
認
し
た
。 

今
こ
そ
、
失
わ
れ
た
現
場
力
の
回
復

に
向
け
て
、
現
業
・
公
企
職
場
の
直
営

堅
持
・
人
員
確
保
を
最
大
の
柱
に
、
す

べ
て
の
単
組
、
す
べ
て
の
組
合
員
の
参

加
の
も
と
、
統
一
行
動
に
結
集
し
よ
う
。 

 

 

  

2022現業・公企統一闘争勝利！総決起集会（5.7） 



 6月は男女平等推進月間  

ジェンダー平等、多様性を推進しよう 

 
2021年の男女平等・労働安全衛生集会 

 

 

                       

   

1985年 6月に男女雇用機会均等法が 

公布されたことを記念して、厚生労働省が

翌年より 6月を「男女雇用機会均等月間」

と設定、内閣府は毎年 6月 23日～29日の

1週間を「男女共同参画週間」に設定して

います。連合・自治労は６月に「男女平等

月間」として、各種取り組みを行います。 

県本部は今後、労働安全衛生とあわせて集

会を開催する予定です。 

日程決まり次第お知らせいたしますので、

各単組からの結集をお願いします。 

郡山市「農業総合センター」にて 

 

 

世界経済フォーラム（WEF）が各国の社会

進出における男女格差を示す指標として毎

年公表している「ジェンダーギャップ指数」

において、2021 年の日本の順位は 156 ヵ国

中 120 位（2020年 121 位、2019 年 110 位、

2018 年 114 位）と史上最低の結果だった昨

年より順位を上げたものの、先進国Ｇ７の中

では、引き続き最下位でした。 

本部女性部が実施した 2019 年「年休・生

休アンケート」によると、「ハラスメントを

受けた」が正規職員では 14％、非正規職員

では 10％となっています。男女平等・WLB

チェックリストを活用して職場点検を行い、

要求書に反映させましょう。 

厚生労働省の調査によると、2017年には、

16.7 人に１人の割合で生殖医療による新生    

児が誕生し、全出生児に占める生殖補助医療

による出生児の割合は、６％に増加していま

す。自治労では不妊治療に関する休暇制度の

確立に向けて取り組んできました。不妊治療

休暇を５～12 日の特別休暇として制度化で

きている単組もあります。仕事と治療の両立

にむけて、要求をすすめていきましょう。 


